


















































主事が設定された。それは “実際生活に即する ”“ あら









































































































































	 	 	 法政大学での学内連携
　そこで出てくることは、大学コンソーシアムという
方法である。法政大学キャリアデザイン学部と共にこ
の資格を認定できそうな大学が複数出てくれば、その
連携でプログラムの実施・改善、資格取得者の増加、
就職・現場での活躍、という実績の積み上げが大事に
なるだろう。
　もう一つ必要な手続きは、法政大学内での連携をす
るのかどうか？するとすれば、どのような方法でする
のか？ということである。
　現在、地域学習支援士はキャリアデザイン学部の学
部認定資格であるにすぎない。しかし、資格取得者７
名が予測され、それぞれの多彩な就職先も決まって、
いわばプログラムとして完成年度を迎えた段階で、文
科省の生涯学習政策局が局長、社会教育課長をふくめ、
また国立教育政策研究所の生涯教育政策研究部長も、
強い関心を示している。それは、現行３資格の事跡を
踏まえ、それと競合せずに広く深く展開できる、有力
な選択肢としての注目である。
　そうであるとすれば、世の中に対して、キャリアデ
ザイン学部が “本家 ”であることを示しつつ、広く開
いて、キャリアデザイン支援の１分野を広げていくこ
とは、学部のミッションの１つであるかもしれない。
　その際に、まず法政大学の中での学部連携の道を探
ることも重要であろう。例えば、人間環境学部は環境
関係の地域学習支援に取り組んでいるとみられる。ま
た、現代福祉学部、社会学部とも連携可能であろう。
それは、法政大学のブランド化の１つとして、「ブラン
ディング化委員会」で取り上げるに値することでもあ
ろう。
（４）緩やかな研究会の設定と大前提としての
プログラムの充実・実践的理論化作業
　以上、大学コンソーシアム化の方向性と、学内連携
の方向性の２つを探りつつ、当面、開かれた実践的な
研究会を積み上げていくことになるだろう。その際に、
もちろん資格課程委員会での議論も必要だろう。そし
て何よりも大前提は、現在の地域学習支援士プログラ
ムのさらなる充実と理論化作業である。
